
投
票
時
間
は
、
不
在
者
投
票
も

含
め
、
午
後
八
時
ま
で
で
す
。
小

さ
な
お
子
さ
ん
や
付
添
い
の
人
と

一
緒
に
投
票
所
に
入
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。

昭
和
56
年
７

月
30
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
で
、

平
成
13
年
４
月
11
日
以
前
に
転
入

届
を
し
て
、
引
き
続
き
住
ん
で
い

る
人
で
す
。

入
場
券
は
、
世
帯
主
あ
て
に
郵

送
し
ま
す
。
一
枚
の
は
が
き
に
三

人
分
の
入
場
券
を
印
刷
し
て
い
ま

す
の
で
、
自
分
の
名
前
が
記
入
さ

れ
て
い
る
入
場
券
を
切
り
取
っ
て

投
票
所
へ
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

レ
ジ
ャ
ー
や
買
物
な
ど
の
理
由

で
も
、
投
票
日
に
投
票
所
の
あ
る

区
域
外
に
出
か
け
る
と
き
は
、
不

在
者
投
票
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。（
印
鑑
不
要
）

７
月
12
日

（
木
）
〜
28
日
（
土
）

※
７
月
29
日
が
投
票
日
の
場
合

毎
日
午
前
８
時
30

分
〜
午
後
８
時

市
役
所
第
２
庁
舎

５
階
会
議
室

指
定
病
院
な
ど
に
入
院
し
て
い

る
人
も
、
そ
の
病
院
で
不
在
者
投

票
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

郵
便
投
票
証
明
書
の
交
付
を
受

け
て
い
る
人
は
、
七
月
二
十
五
日

（
水
）
ま
で
に
不
在
者
投
票
の
請

求
を
す
れ
ば
、
自
宅
で
不
在
者
投

票
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

郵
便
投
票
証
明
書
は
、
身
体
障

害
者
手
帳
・
戦
傷
病
者
手
帳
の
交

付
を
受
け
て
い
る
人
が
、
選
挙
管

理
委
員
会
へ
申
請
す
る
こ
と
に
よ

り
交
付
さ
れ
ま
す
。

①
両
下
肢
、

体
幹
（
１
級
・
２
級
）
②
心
臓
、

腎
臓
、
呼
吸
器
、
ぼ
う
こ
う
、
直

腸
、
小
腸
（
１
級
・
３
級
）

鳥
取
市
選
挙

管
理
委
員
会
（
q
20
―

３
３
８
６
）

非拘束名簿式
これまでの参議院比例代表選挙は、あらかじめ政党の側で候補者の当選順位を決めておく方式（拘束名簿
式）で、有権者は政党名を記載して投票しました。これに対し、新たに導入された非拘束名簿式は、名
簿では当選順位は決められておらず、有権者が候補者名または政党名のいずれかを記載して投票
する方式であるため、有権者は当選させたい候補者を選ぶことができます。

政党は
●名簿による立候補の届出
一定の要件を満たす政党は、当選順位を付けないで候補
者名簿を届け出ます。

参議院比例代表選挙のしくみはこうなります。
公示

有権者は
●投票方法
有権者は投票用紙に、名簿に記載された候補者名を記載
して投票します。ただし、候補者名に代えて政党名を記
載して投票することができます。

投票

当選人の決め方
１．政党の総得票数に基づいてドント方式により、各政党の当選人の数が決まります。なお、政党の総得票数は、
候補者個人の得票と政党名の得票を合算したものとします。

２．各政党に配分された当選人の数のなかで、得票数のもっとも多い候補者から順次当選人が決まります。

開票 結果

投
票
箱

⑤　とっとり市報


